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韓国人の歌い手が、韓国語でアメリカ、イギリス、フランス、ロシア、

日本―Ｇ８構成国の国歌を歌う映像作品。黒いバックの中に立つ

人物が、どこかで聞いたことがあるメロディーの歌を口ずさみ、歌が

終わると、別の人物があらわれ、別の歌を歌い始めます。情感をこめ

て、ときに身振りさえ伴って、まるでお気に入りの歌のように歌って

います。 

私たちは国歌を歌うことで、ある国の国民であるという意識を共有し、

高めます。国歌が国という枠組みをつくりあげるものであるとするな

らば、外国人に外国語で朗々と歌いあげられる国歌はどこか奇妙な存

在です。だからこそ、私たちは考え始めます。「国歌」とはなんだろう、

「国」とはなんだろう、「国」という枠組みを超えたところにあるもの

はなんだろう、と。《G５》は多くの問いを私たちになげかけてきます。 
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